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三重県障害者自立支援協議会への報告（医療的ケア課題検討部会） 

令和７年１月２８日 

 

１．開催状況 

日 時：令和６年１２月１９日（木）１５：３０－１７：００  

場 所：ZOOM によるオンライン開催 

 

２．出席委員 

三重県重症ケア家族会 SMILE     奥山 絵里 氏 

市立四日市病院        岡 香織 氏 

独立行政法人国立病院機構三重病院    髙村 純子 氏 

みえキッズ＆ファミリーホームケアクリニック         岩本 彰太郎 氏 

三重大学医学部付属病院小児･AYA がんトータルケアセンター 澤田 博文 氏 

社会福祉法人聖マッテヤ会障害者支援施設 聖マッテヤ心豊苑 村田 達也 氏 

訪問看護ステーションほたるいせ    岡田 まり 氏 

三重県立城山特別支援学校     荒田 誠司 氏 

特定非営利活動法人なちゅらん なちゅらん四日市  西脇 滋徳 氏 

社会福祉法人恩賜財団済生会明和ねむの木   村山 明之 氏 

 

３．内容 

（１）三重県医療的ケア児・者相談支援センター等事業について 

（主な意見等） 

・当事者家族の方でこの医療的ケア児・者相談支援センター（以下、「センター」という）がある

ことを知らない方もみえる。当事者家族まで周知が十分に届いていないのではないか。当事者

家族からの相談の件数も確認するようしてほしい。 

・保育園や学校に関する相談が増えていることはうれしく思う。 

・本部と支部の役割の違いの面もあると思うが、にじいろ支部では支援者からの相談の方が多く

なっている。 

・四日市圏域支部では、当法人が相談支援事業をやっていることもあり、ご家族からの相談も比

較的多い。今年度は災害時の避難計画の作成に力をいれていることでご家族からの相談が増え

ている面もある。 

・はれる和支部では、松阪以南の６市１０町とエリアが広く、現場に足を運ぶことができていな

いことに課題を感じている。 

・本部として、当事者家族にも周知が行き届くように考えていきたい。 

・移行期医療の件について、大学内でも検討をはじめており、医療的ケア児に関しても、今後進め

ていく必要がある課題と感じている。 

 ・防災や災害対策については、学校でも喫緊の課題ということで、できるところから進めている。 

・当事者家族への周知が十分でない点は、我々のような事業所の責任とも感じている。 

 相談支援事業所として、最初に悩みやニーズの話を受けているが、事業所の中だけで解決に至
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らないこともあり、そういった場合に、県のセンターや市の基幹相談支援センターとの連携を

今後していかなくてはならないと感じた。 

・ソーシャルワーカーや医療職の方には、センターは認知されており、困ったときの相談先とし

て非常にありがたい。 

・病院にはパンフレットを置いており、渡したりもしている。 

・医療関係や福祉関係には周知されていると思うが、当事者家族には十分ではないと感じる。 

・先日、病院に行った際に玄関の入り口に置いてもらっているパンフレットが目について、手に

とったということがあり、アナウンスを少し工夫することで広がるなと思った。 

・センターの周知については、行政でできる周知、市町の障がい福祉課や保健師の方が、ご自宅へ

訪問する際や窓口などでセンターのパンフレットを渡すということをお願いしたい。 

・委員の皆さんもセンターの活動が広がるように、意識的に働いていただければと思う。 

・全国的な問題となるが、センターの人は専任ではなく兼任でやっており、アウトリーチがした

くてもできない、という状況にあり、行政的な支援についても議論を深めていただければと思

う。 

 

（２）医療的ケア児・者コーディネーター養成研修事業について 

（主な意見等） 

・実施している研修がこの内容で良いのか、もっと工夫した方が良いのか、わからない面があり、 

 誰かにフィードバックをしていただきたいと思っている。 

・コーディネーター研修になる前の研修も受けていたが、昨年度の研修を受けた。医療的ケア児を

担当されていない方もみえたが、参加者にとって有意義で心強い研修になっていると感じた。 

・ただ、研修を１度受けて終わりではなく、その後の積み重ねも大事だと思う。 

・研修の内容で災害の話があったが、当事者家族として、災害時の個別避難計画を何年も作成して

ほしいと自治体に伝えているが、作成してもらえない状況が続いており、進んでほしいと思う。 

・四日市圏域支部では、個別避難計画の作成に取組みはじめており、個別のケースを積み重ねるこ

とで広げていきたいと考えている。 

・伊勢市では、自立支援協議会の中に医療的ケア児のチームができて、１人１人個別で計画を立て

るように進めており、最終的には個別の避難訓練までやっていけるように考えている。 

・県によっては防災課に任せてしまうところもあるが、三重県では、県庁ワーキングでも議題にさ

れており、障がい福祉課でも災害に対する課題を意識していただき、ありがたいと思う。是非と

も充実させていってほしい。 

・コーディネーター養成研修については、センターの人たちも活かしてもらいながらオール三重で

広げていき、フォローアップ研修にも力をいれていただければと思う。 

 

（３）その他 

◆医療的ケア児在宅レスパイト事業について 

（主な意見等） 

・在宅レスパイト事業の必要性が低いと答えている市町があることが悲しい。 

家族はみんな必要だと強く感じている。行政がわかってもらえていないことは残念。 
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・当事者や家族から、お住いの市町に必要だということを伝えることもひとつだと感じた。 

・12 月 22 日に開催する研修会で、熊野市の在宅レスパイト事業についての報告が予定されている

ので、家族の方に拡散いただければ。 

・南伊勢町で事業を実施していただいているが、危機的な状況のときに助けていただくなど、家族

は非常に救われている。 

・課題としては、訪問看護ステーションが少なく、続けていくことの辛さの相談も受けるが、当事

業所としてもサポートしていきたいと考えている。 

・本当につらいときに救われたという家族からの声を聞いているので、是非、予算をとっていただ

いて、それぞれの市町で実施いただきたい。 

・最近も在宅レスパイトにつなげることができれば良かったと思うような相談があった。 

・県の方も、実際のイメージができるように在宅のレスパイトや病院でのレスパイトの現場をみて

いただければと思う。 

・当事者のデータを集めるための方法として、家族会 SMILE からアンケートを送ってもらうとい

うことも考えると良い。 

・行政に動いてもらうためには、障害福祉計画や障害児福祉計画に在宅レスパイト事業について記

載いただくことも必要となるので、工夫して進めていただきたい。 

 

 以上 
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